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永吉 洋介,山本 和子,須山 尚史,泉川 欣一,宮崎 泰可,泉川 公一,迎 寛: イムノクロマト法によるClostridioides difficile

GDH抗原検出の予後に及ぼす影響. 感染症学雑誌 94(3): 415-416, 2020.

河野 圭,泉川 公一,田中 健之,田代 将人,柳原 克紀,青木 洋介,濱田 洋平,大島 一浩,古本 朗嗣,加藤 隼悟,八板 謙一郎,

山口 浩樹,山口 裕崇,山口 征啓,今村 圭文,高園 貴弘,高橋 健介,山梨 啓友: 感染症ベーシックスクールin九州沖縄

2018での取り組みと感染症教育の今後の展望. 感染症学雑誌 94(3): 454, 2020.

芦澤 博貴,山本 和子,平山 達朗,高園 貴弘,西條 知見,今村 圭文,宮崎 泰可,田代 将人,田中 健之,森本 浩之輔,有吉 紅

也,泉川 公一,迎 寛,栗原 慎太郎: 重症熱性血小板減少症候群(SFTS)における胸部画像所見の検討. 感染症学雑誌

94(臨増): 295, 2020.

伊藤 裕也,高園 貴弘: 【慢性肺アスペルギルス症(CPA)】慢性肺アスペルギルス症 診断のポイント. 日本医事新報

(5039): 20-24, 2020.

山梨啓友,山内桃子,田中健之: 国際協力機構 国際緊急援助隊感染症対策チーム サモア独立国麻疹アウトブレイク

緊急医療支援の活動報告. IASR 40: 163-164, 2020.

高園 貴弘: 肺アスペルギルス症の診断・治療における問題点. 日本医真菌学会雑誌 61(Suppl.): 77, 2020.

高園 貴弘,井手口 周平,平山 達朗,山本 和子,今村 圭文,宮崎 泰可,泉川 公一,迎 寛,原田 孝司: 血液透析専門病院にお

ける非常勤感染症専門医の介入効果. 日本化学療法学会雑誌 68(Suppl.A): 358, 2020.

高園 貴弘,迎 寛,泉川 公一,Sheppard Donald C.: カンジダバイオフィルムに対する加水分解酵素PsIGの阻害効果.

BACTERIAL ADHERENCE & BIOFILM 33: 45, 2020.

高園 貴弘,今村 圭文,平山 達朗,西條 知見,山本 和子,宮崎 泰可,泉川 公一,迎 寛: 終末期肺炎診療に対する本人、家

族、主治医の認識の違いと予後因子. 日本呼吸器学会誌 9(増刊): 268, 2020.

高園 貴弘,田代 将人,馬塲 健次,若村 友太郎,宮崎 泰可,泉川 公一,小畑 陽子,西野 友哉: 医療情報データベースを用

いたアムホテリシンBリポソーム製剤使用時の腎障害発現リスクスコアリングモデルの検討. 日本化学療法学会

雑誌 68(2): 286-287, 2020.

宮下 律子,石本 裕士,奥野 大輔,宮村 拓人,由良 博一,高園 貴弘,原 敦子,坂本 憲穂,石松 祐二,尾長谷 靖,迎 寛: 膵癌

化学療法中に生じた薬剤性肺障害の検討. 日本呼吸器学会誌 9(増刊): 161, 2020.

橋口 浩二,賀来 敬仁,森永 芳智,中尾 匠,原田 陽介,高園 貴弘,宮崎 泰可,泉川 公一,迎 寛,柳原 克紀: TRC法を用いた

新規インフルエンザ診断法についての検討. 感染症学雑誌 94(臨増): 270, 2020.

高園 貴弘: 肺真菌症診療における抗真菌薬の適正使用について考える. 感染症学雑誌 94(3): 396, 2020.

高園 貴弘: 深在性真菌症へのアプローチ 深在性真菌症を疑う時とは. 感染症学雑誌 94(3): 385, 2020.

高園 貴弘: 真菌、Clostridioides difficile、インフルエンザ. 日本化学療法学会雑誌 68(Suppl.A): 295, 2020.
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高園 貴弘,田代 将人,馬塲 健次,若村 友太郎,宮崎 泰可,泉川 公一,小畑 陽子,西野 友哉: 医療情報データベースを用

いたアムホテリシンBリポソーム製剤の透析患者への使用実態検討. 日本化学療法学会雑誌 68(2): 286, 2020.

高園 貴弘,田代 将人,馬塲 健次,若村 友太郎,宮崎 泰可,泉川 公一,小畑 陽子,西野 友哉: 医療情報データベースを用

いたアムホテリシンBリポソーム製剤の使用実態調査. 日本化学療法学会雑誌 68(3): 457, 2020.

山本 和子: 肺炎球菌ワクチン接種後の肺炎球菌血清型の推移. 日本呼吸器学会誌 9(増刊): 53, 2020.

泉川 公一: ワンヘルス時代における深在性真菌症 臨床現場での多職種連携も含めて. 日本医真菌学会雑誌

61(Suppl.): 68, 2020.

泉川 公一: 真菌・細菌感染防御と肉芽腫・多核巨細胞 肉芽腫を形成する呼吸器感染症の臨床. 日本医真菌学会雑

誌 61(Suppl.): 47, 2020.

泉川 公一: NTMと肺真菌症 非結核性抗酸菌症と真菌症の合併 臨床的・免疫学的視点から. 結核 95(5): 87, 2020.

泉川 公一: COVID-19の現況と今後の課題 放射線部における感染対策 長崎大学病院における経験から. 日本医学

放射線学会秋季臨床大会抄録集 56回: S32, 2020.

泉川 公一: 大学におけるCOVID-19対応の実際と今後の課題・展望 長崎大学におけるCOVID-19への取り組みと

今後の課題. 全国大学保健管理研究集会プログラム・抄録集 58回: 28, 2020.

太田 祐樹,小畑 陽子,高園 貴弘,田代 将人,馬場 健次,若村 友太郎,宮崎 泰可,泉川 公一,西野 友哉: 医療情報データ

ベースを用いたアムホテリシンBリポソーム製剤による低K血症と腎障害の関連評価. 日本腎臓学会誌 62(4): 383,

2020.

中尾 匠,山本 和子,田中 萌,平山 達郎,田代 将人,田中 健之,高園 貴弘,西條 知見,今村 圭文,宮崎 泰可,森本 浩之輔,森

田 公一,有吉 紅也,迎 寛,泉川 公一,今泉 芳孝,栗原 慎太郎,二口 充,井上 真吾,福岡 順也: 重症熱性血小板減少症候群

に合併した血球貪食症候群の検討. 感染症学雑誌 94(3): 433, 2020.

山本 和子: 第1回女性研究者奨励賞受賞講演. 肺炎起因微生物に関連する肺免疫機構の解明. 日本呼吸器学会誌

9(増刊): 22, 2020.

山本和子: ボストン留学への挑戦がもたらしたこと. 女性が医療界で活躍するために.. 感染症学雑誌 94(3): 236,

2020.

志岐 直美,寺坂 陽子,元川 津留美,藤田 あゆみ,田中 健之,田代 将人,栗原 慎太郎,柳原 克紀,泉川 公一: 長崎大学病院

の手術室における感染対策への取り組み. 日本環境感染学会総会プログラム・抄録集 35回: O63, 2020.

寺坂 陽子,泉川 公一: NICUの感染対策の課題と戦略 アウトブレイク発生時の対応. 日本環境感染学会総会プログ

ラム・抄録集 35回: SY20, 2020.

室 高広,安藤 文彦,奥田 千恵子,泉川 公一,佐々木 均: ナショナルデータベースを用いた市中肺炎患者の血液培養検

査に関する実態調査. 日本環境感染学会総会プログラム・抄録集 35回: O24, 2020.

小出 容平,高園 貴弘,細萱 直希,平山 達朗,西條 知見,山本 和子,今村 圭文,宮崎 泰可,迎 寛: 肺非結核性抗酸菌症例に

おけるFDG-PET集積と病勢との関連. 感染症学雑誌 94(3): 410-411, 2020.

小出 容平,平山 達朗,芦澤 信之,千住 博明,高園 貴弘,西條 知見,田中 健之,山本 和子,今村 圭文,関野 元裕,宮崎 泰可,

泉川 公一,迎 寛: 気管支鏡所見より診断できた侵襲性気管支アスペルギルス症の1例. 気管支学 42(3): 289, 2020.

清原 舞子,宮崎 泰可,平山 達朗,高園 貴弘,山本 和子,今村 圭文,泉川 公一,柳原 克紀,河野 茂,迎 寛,松尾 洋介:

Candida albicansと緑膿菌の相互作用に関する研究. 日本化学療法学会雑誌 68(Suppl.A): 323, 2020.

赤松 隼人,福重 友理,馬場 安里,今村 政信,中川 博雄,泉川 公一,佐々木 均,室 高広: ダプトマイシン投与患者におけ

るクレアチンキナーゼ測定の実施に関する実態調査と病棟薬剤師による測定推奨の取り組み. 日本化学療法学会

雑誌 68(Suppl.A): 384, 2020.

泉川 公一: 災害時感染制御支援チーム(DICT)の最新動向?活動要綱とロールモデル? 支援DICT 被災地外のICTと

しての役割. 日本環境感染学会総会プログラム・抄録集 35回: CP6, 2020.

泉川 公一: 糸状菌感染症に対する抗真菌薬の適正使用. 感染症学雑誌 94(臨増): 362-363, 2020.

泉川 公一: エビデンス創出につながる臨床研究 深在性真菌感染症領域における臨床研究の実践と課題. 感染症学

雑誌 94(臨増): 147, 2020.

泉川 公一: 真菌感染症の発症病態と治療戦略における"新知見"-病原性と宿主応答の狭間で- クリプトコックス.

感染症学雑誌 94(臨増): 121, 2020.

泉川 公一: 安全性から考えるポリエン系薬剤の課題と解決策について. 感染症学雑誌 94(2): 203, 2020.

泉川 公一: 抗真菌薬の現状の課題と今後の展望 安全性から考えるポリエン系薬剤の課題と解決策について. 日本

化学療法学会雑誌 68(2): 228-229, 2020.

泉川 公一: COVID-19との戦いで学んだこと、第2波に向けて準備すべきこと-診断、感染対策- COVID-19の診断

について. 日本化学療法学会雑誌 68(Suppl.A): 105, 2020.

泉川 公一: 侵襲性カンジダ症治療ガイドライン改訂 エンピリック治療の開始基準. 日本化学療法学会雑誌

68(Suppl.A): 94, 2020.
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田代 将人,福重 友理,今村 政信,中川 博雄,藤田 あゆみ,田中 健之,泉川 公一: 注射用抗真菌薬の使用実態の解析と

Antifungal Stewardshipにおける介入点の検討. 日本環境感染学会総会プログラム・抄録集 35回: O20, 2020.

田代 将人,平山 達朗,高園 貴弘,山本 和子,田中 健之,今村 圭文,宮崎 泰可,迎 寛,泉川 公一: 1年以上の長期経過をた

どった慢性播種性カンジダ症の一例. 日本化学療法学会雑誌 68(Suppl.A): 376, 2020.

田代 将人,平山 達朗,高園 貴弘,山本 和子,田中 健之,今村 圭文,宮崎 泰可,迎 寛,泉川 公一: 非高齢者市中肺炎におけ

るβラクタム系抗菌薬単独療法、マクロライド併用療法、およびキノロン併用療法の治療効果の比較検討. 日本

化学療法学会雑誌 68(Suppl.A): 318, 2020.

田中 健之,大島 一浩,河野 圭,田代 将人,田中 章貴,塚本 美鈴,安岡 彰,照屋 勝治,泉川 公一: HIV感染症に伴う日和見

合併症と非日和見悪性腫瘍の動向. 感染症学雑誌 94(臨増): 289, 2020.

田中 健之,田代 将人,高園 貴弘,今村 圭文,平山 達朗,芦澤 信之,太田 賢治,賀来 敬二,小佐井 康介,山本 和子,宮崎 泰

可,迎 寛,柳原 克紀,泉川 公一: 長崎市クルーズ船におけるCOVID-19集団感染に対する感染対策支援の経験. 日本

化学療法学会雑誌 68(Suppl.A): 299, 2020.

田代 将人: 深在性真菌症診療の未来 今後解決すべき課題 アスペルギルス症の未来と課題. 感染症学雑誌 94(3):

365, 2020.

田代 将人: 臨床上問題となる肺非結核性抗酸菌症(NTM症) 肺非結核性抗酸菌症(肺NTM症)と慢性肺アスペルギル

ス症の合併例の特徴. 感染症学雑誌 94(3): 358, 2020.

田代 将人: Antifungal stewardship推進のための多面的アプローチ AFSにおける感染症科医師としてのアプローチ.

日本化学療法学会雑誌 68(Suppl.A): 142, 2020.

田代 将人,高園 貴弘,宮崎 泰可,馬塲 健次,若村 友太郎,泉川 公一: 医療情報データベースを用いたアムホテリシン

Bリポソーム製剤開始後の腎障害の回復に寄与する因子の検討. 日本化学療法学会雑誌 68(2): 287, 2020.

田代 将人,高園 貴弘,宮崎 泰可,馬塲 健次,若村 友太郎,泉川 公一,小畑 陽子,西野 友哉: アムホテリシンBリポソー

ム製剤の早期投与が患者の予後に与える影響の検討 医療情報データベース研究. 日本化学療法学会雑誌 68(3):

442, 2020.

中尾 匠,平山 達朗,芦澤 信之,高園 貴弘,今村 圭文,宮崎 泰可,泉川 公一,上野 圭吾,阿部 雅広,宮崎 義継,若山 恵,澁谷

和俊,迎 寛,原 敦子,城戸 貴志,山本 和子: 診断・治療に難渋した真菌性髄膜炎の一例. 日本医真菌学会雑誌

61(Suppl.): 97, 2020.

塚本 千絵,森永 芳智,田中 健之,田代 将人,藤田 あゆみ,元川 津留美,志岐 直美,泉川 公一,柳原 克紀: 長崎大学病院に

おける血液培養検査実施状況の推移. 日本環境感染学会総会プログラム・抄録集 35回: O1, 2020.

田代 将人: 真菌の環境適応術を紐解く 薬剤耐性アスペルギルスの現状と今後. 日本細菌学雑誌 75(1): 26, 2020.

田代 将人: 感染症データベース研究の実際-解析手法から応用・注意点まで- 感染症領域における大規模DPCデー

タベースを用いた臨床研究の実際. 感染症学雑誌 94(臨増): 132, 2020.

藤田 あゆみ,福重 友理,馬場 安里,今村 政信,中川 博雄,塚本 千絵,志岐 直美,元川 津留美,田代 将人,田中 健之,柳原

克紀,泉川 公一: 当院におけるAST活動の実際. 日本環境感染学会総会プログラム・抄録集 35回: P47, 2020.

馬場 安里,中川 博雄,今村 政信,福重 友理,泉川 公一,佐々木 均,室 高広: ASTが連携する病棟薬剤師へのAST業務に

対するアンケート調査. 日本環境感染学会総会プログラム・抄録集 35回: O40, 2020.

福重 友理,田代 将人,今村 政信,馬場 安里,赤松 隼人,中川 博雄,田中 健之,泉川 公一,佐々木 均,室 高広: 抗真菌薬の

投与実態調査に基づくAFS(Antifungal Stewardship)への取り組み. 日本化学療法学会雑誌 68(3): 467, 2020.

平山 達朗,西條 知見,佐々木 結花,小出 容平,高園 貴弘,山本 和子,今村 圭文,宮崎 泰可,泉川 公一,柳原 克紀,河野 茂,

迎 寛: 薬剤性QT延長を来した多剤耐性結核の1例. 感染症学雑誌 94(3): 435, 2020.

田中 健之,田代 将人,藤田 あゆみ,志岐 直美,元川 津留美,寺坂 陽子,栗原 慎太郎,柳原 克紀,泉川 公一: 感染制御活動

/感染症コンサルテーションにおけるICUとの連携とその特徴 当院の取り組み. 日本環境感染学会総会プログラ

ム・抄録集 35回: O32, 2020.

田中 健之,田代 将人,藤田 あゆみ,志岐 直美,元川 津留美,寺坂 陽子,栗原 慎太郎,柳原 克紀,泉川 公一: 緑膿菌による
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　論文研究業績集計表 

論文総数に係る教員生産係数

Impact Factor 値一覧

欧文論文総数 教員生産係数 SCI 掲載論文数

（SCI 掲載論文）

0.224 4.667 1.000 4.667

総計

1 1 1 3 17 20 10

A-a A-b
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

A-b
学会

B-a B-b
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

B-b
学会

合計

合計 総計
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65 97

A-c
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113.426
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教員生産係数

論文総数 （欧文論文） 欧文論文総数

合計

18.904 4.051


